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水 谷 昭,引 問 啓 柘,岡 田 彰
最近10年余 りにおける酵素の組織化学的研究
の著 しい発達の中で,酸化 ･還元酵素に関す る
組織化学的手技の開発は特に目覚 しいものがあ
る｡ 即 ち, 脱水素酵素に 関 しては Seligman
Rutenburg によるコ- ク酸脱水素酵素 1)2),Fa-
rber等3)4),Nachlas等 5), Pearse等 6)7)によ
るDiaphorase及 coenzymedependentの脱水素
酵素の組織化学的方法の研究は, その後 Nitro
















実 験 方 法
1 材 料 :体重約 2kgの成熟家兎8匹の背部皮下
組枯で,相互の間隔 5cm 以上の部位6ヶ所に牛型

















2 染 色 :対象とした酵素はコ-ク酸脱水素酵素,
Diaphorases及 coenzymedependentの脱水素酵
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いは menadione (VitaminK3) が intermedi-
atorとして新鮮切片での反応を著 しく促進する
事を報告した8)｡ 著者も これ らの 添加 によっ
て,パラフィン切片でも或程度染色可能である
事を明らかにした15)16)｡本実験に於ても肝組織















報告が少 く, 古く Hsu(<53)18)が NT,TTC
を用いて結核性及 Sarcoidosisの類上皮細胞に

































































































様である｡而して TPN 系統の反応が DPN 系
統のそれに比してよく活性を保持する傾向が強
い ｡
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家
兎FE下,/t=型 Rm株接種後9週DPNH.類上皮
細胞及結合繊細胞に強陽性である｡ ×200海損,肝,人型 H37Rv株接種後9週
